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研究成果の概要（和文）：人は他者の顔の左側部分を好んで注視する。この顔の左視野選好が生じる神経メカニズムは
明らかでない。左視野選好は大脳皮質が未発達な乳児でも生じることから、皮質下の生得的な機構が関与している可能
性が考えられる。そこで本研究では、顔の左視野選好は皮質下の上丘経路によって生じるのではないかという仮説を検
証することを目的に研究を行った。そのために、網膜のS錐体だけを特異的に活動させる方法を工夫して、上丘を一切
経由しない顔刺激を作り、顔の左視野選好が消失するかどうかを調べた。その結果、顔の輝度刺激では先行研究同様の
有意な左視野選好が見られたが、S錐体単独刺激では、そのような明瞭な左視野選好はみられなかった。

研究成果の概要（英文）：Peoples prefer to look the left field of other’s face, which is known as “left 
bias of human face”. However, the neural mechanism underlying this phenomenon remains unknown. The 
present study speculate that the collicular-pulvinar visual pathway induces this left bias behavior. To 
test this hypothesis, we examined the gaze behavior of human adults while they viewing the human face 
stimuli which was represented in the luminance and the S-cone isolated stimulation. As a result, a clear 
left bias preference which observed in the luminance stimuli was not observed in the S-cone isolating 
stimuli.

研究分野： 認知神経科学

キーワード： 顔認知　S錐体単独刺激
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１． 研究開始当初の背景 

人は他者の顔の左側部分を好んで注視する。

そのため、男性と女性の顔を左右半分ずつつ

なげたキメラ顔を提示すると、左側の顔に基

づいて性別を判断してしまう。この左視野選

好は、倒立させた顔や左右対称な物体を見て

いる時は生じないことから、単に視覚的注意

が左視野に偏向しているのではなく、正立顔

に特異的に生じる現象である。 

何故、顔に対する左視野選好が生じるのか、

その神経メカニズムは解明されていない。最

も主要な説は、顔の情報処理は大脳皮質の右

半球が優位であり、脳には対側視野の情報が

入力されることから、左視野選好が生じてい

るというものである。しかし、顔の左視野選

好は、大脳皮質が未発達な乳児でも生じるこ

とや、左側選好が課題によらずに生じること、

最初の注視点に最も左側選好がみられるこ

となどから、生得的かつ無意識な機構が顔の

左視野選好に関与している可能性が考えら

れる。 

視覚の入力経路は主に二経路に分かれて

おり、およそ８割の情報が網膜から外側膝状

体を経て、大脳皮質の一次視覚野に到達する。

残り２割の情報は、網膜から上丘に入力され、

そこから視床枕を経由して、大脳皮質の広範

な範囲と情動中枢の扁桃体に入力される。前

者の経路は、視覚の詳細な空間解析を担って

いるのに対し、後者は動きの情報や粗い空間

情報を処理しており、周辺の物体に素早く視

線を向けることを可能にしている。ヒトの顔

に対する反応潜時は他の対象と比べて著し

く早いことから、顔への注視制御には、この

上丘系経路が主体的な役割を果たしている

可能性が高い。そこで、本研究では、「顔の

左視野選好は、皮質下の上丘経路によって生

じている」という革新的な仮説を構築し、そ

れを検証することを目的とする。 

 

２．研究の目的 

顔の左視野選好バイアスを生み出す神経

機構には上丘視覚経路が関与しているので

はないか、という仮説を明らかにすることを

目的として研究を行った。しかし、視覚情報

は皮質下にも大脳皮質にも入力されるため、

これまで非侵襲的な方法で両者の役割の切

り分けを行うことが困難であり、そのため人

間の脳の皮質下が顔のどのような情報処理

をしているのか、未だに不明である。本研究

では、網膜の S 錐体からの情報は上丘に入力

されないことを利用して、S 錐体だけを特異

的に活動させる顔刺激の提示手法を開発す

る。その刺激法と通常の視覚刺激法での視線

を比較することにより、左視野選好注視には

上丘の関与が必須であるかを調べた。 

 

２． 研究の方法 

上丘を経由しない刺激を作成するためには、

L 錐体と M 錐体の活動レベルを変えずに、S

錐体の活動だけを特異的に変化させる必要

がある。L 錐体も M 錐体も、感度は低くても

短波長に対しても反応はすることから、青色

を提示するだけでは、3 種類の錐体全てに活

動変化が起きてしまうため、上丘にも情報が

入力されてしまう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ DKL 色空間 

S 錐体単独刺激には、L-M 軸と Lum（輝度）

軸は０で、S 軸を-1 から１の範囲で変化さ

せる必要がある。色は、紫―黄緑の変化を

するようなイメージである。 



厳密に S 錐体だけを刺激するには、L 錐体と

M 錐体の反応レベルが一定、かつ S 錐体の反

応だけ変化させられるスペクトルを計算し、

それに基づいた刺激変化をさせる必要があ

る。実際には、図１の DKL 空間の等輝度平

面上で、L-M 軸が０の軸上で、S 軸の値だけ

が変化する刺激を作成した。 

 

（１） 実験１ 

成人被験者 15 名に実験に参加してもらい、

モニターに表示された写真の人物の顔を見

て、男女のどちらであるかをボタン押しで回

答してもらった。その時の視線行動をサンプ

リングレートが 1000hz と高い近赤外光視線

計測装置を用いて計測した。写真は男女各 10

枚ずつ 10 秒間提示した。同じ顔の写真を S

錐体単独刺激と輝度刺激で表現した場合で

視線行動に違いがあるかを比較した。 

 

（２） 実験２ 

次に、自然な状況下でも顔の左視野バイアス

を生じさせるかを明らかにすることを目的

に実験を行った。研究代表者が以前の先行研

究で顔の左視野が生じることを明確に示す

ことができた映像刺激(図 2)を使って、その

映像を、輝度刺激・輝度逆転刺激・高周波カ

ット輝度刺激・低周波カット輝度刺激・皮質

下バイパス刺激 2種の計 6種類の表現法によ

り加工を行い、それを視聴しているときの健

常成人１２名の注視点を計測した。視線行動

の計測には、サンプリングレートが 300Hz の

近赤外光視線計測装置を用いた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．研究成果 

（１）実験１ 

最初の 1秒以内の視線は、輝度刺激では左視

野にある目に集中することを明らかにした。

一方、S 錐体単独刺激では、刺激直後の左視

野の目への注視率は若干高いものの、輝度刺

激ほどの有意な上昇がみられなかった。また、

輝度刺激のほうが、左視野への視線集中が生

じる時間の潜時が短い傾向が見られた。 

 

（２）実験２ 

輝度条件では、左視野へのバイアスが見られ

た。高周波カットの輝度条件でも、同程度の

左視野バイアスがみられたが、他の条件では、

視野バイアスはなかった。ただし、左側と右

側の目に対する注視率を比較したところ、統

計的にはいずれも有意ではなかった。詳細を

解析したところ、１２名中４名で高い左視野

バイアスがあったが、それ以外の人々ではバ

イアスがなかったため、統計的に有意になら

ないことが判明した。以上のことから、そも

そも左視野バイアスが生じるかは、個人差が

非常に大きく、また、条件間での差よりも、

個人間のばらつきのほうが大きい。今後は、

この個人差がどうして生じるのかを、脳の構

造や賦活パターンとの関連で調べていくこ

とも検討している。 
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